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(57)【要約】
　液晶ディスプレイ装置（１００）はストローブ・バッ
クライト光源（５０）を含む。バックライト光源（５０
）及び液晶（ＬＣ）層の動作は、各ＬＣセルが更新され
る場合、対応するバックライト・パルスが放射される前
に更新されたセルが透過率の指摘されたレベルにあると
いう方法で同期される。さらに、対応するバックライト
・パルスの持続期間及び強度は、更新されたセルの透過
率応答に基づいて画質及び効率を向上させるために設定
される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストローブ・バックライト光源（５０）と、
　前記ストローブ・バックライト光源からの発光を選択的に透過するように構成された複
数のＬＣセルを含む液晶（ＬＣ）層（２０）とを具備し、
　前記複数のＬＣセルが前記ストローブ・バックライト光源のストローブ・タイミングと
同期して更新される、液晶ディスプレイ装置（１００）。
【請求項２】
　リフレッシュ速度に従って前記複数のＬＣセルを更新するように構成されたＬＣドライ
バユニット（２５０）と、
　前記ストローブ・バックライト光源のストローブされた発光を制御するように構成され
たバックライトドライバ回路（５００）とをさらに具備し、
　ＬＣセルの更新を前記ストローブ・タイミングに同期させるために、前記ＬＣドライバ
ユニットが前記バックライトドライバ回路と通信する請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ストローブ・バックライト光源の前記ストローブ・タイミングは、前記複数のＬＣ
セルに関連したリフレッシュ速度及び透過率応答特性に従って決定される請求項１に記載
の装置。
【請求項４】
　前記透過率応答特性は、前記複数のＬＣセルについての連続する更新周期における透過
率の所望のレベル間の遷移期間に対応し、
　前記ストローブ・バックライト光源は、前記遷移期間に従う持続期間及び強度でバック
ライトパルスを放射するように構成される請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記複数のＬＣセルについての有効な透過率及び効率の所定のレベルに従って、各バッ
クライト・パルスの持続期間及び強度が設定される請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　特定のＬＣセルの各更新周期の間に、
　前記ＬＣドライバユニットは、前記特定のＬＣセルについて所望の透過率レベルに基づ
いて制御信号を生成し、
　前記特定のＬＣセルの有効な透過率レベルが前記所望の透過率レベルに最も接近する場
合、前記ストローブ・バックライト光源は、前記更新周期の一部の間に前記特定のＬＣセ
ルのためにバックライト・パルスを放射する請求項２に記載の装置。
【請求項７】
　前記ストローブ・バックライト光源は、前記ＬＣ層にわたって一様にバックライトを分
配するように構成され、
　前記ＬＣドライバユニットは、各ＬＣセルの更新周期を前記ストローブ・タイミングに
同期させるために画像バッファを含む請求項２に記載の装置。
【請求項８】
　前記ＬＣ層はＬＣセルのブロックへと論理的に分割され、
　ストローブ・バックライト光源の各ブロックがＬＣセルの特定のブロックに対して指定
されるように、ブロックへと論理的に分割された複数のストローブ・バックライト光源を
さらに具備する請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　ＬＣドライバユニット（２５０）をさらに具備し、
　前記ＬＣドライバユニットは、ストローブ・バックライト光源の前記指定されたブロッ
クのストローブ・タイミングと同期して、走査パターンに従って前記特定のブロック中の
各ＬＣセルを連続して更新することにより、ＬＣセル（５６）の特定のブロックを更新す
るように構成される請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
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　各々がストローブ・バックライト光源の対応するブロックを制御するように構成された
複数のバックライトドライバ回路（５００）をさらに具備し、
　前記ＬＣドライバユニットは、ＬＣセルの各ブロックの更新をストローブ・バックライ
ト光源の前記指定されたブロックのストローブされた発光と同期させるために、各バック
ライトドライバ回路と通信する請求項９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライト付きの液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）パネルに関し、より詳細に
は、そのようなＬＣＤパネルのための画像リフレッシュ技術の改善に関する。
【背景技術】
【０００２】
　様々な動画及びコンピュータ・モニター標準と互換性をもつために、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）パネルは、毎秒３０～６０回、あらゆる場所でその画素出力（つまり液晶セル
）を向上させる。最も一般的な用途では６０Ｈｚのリフレッシュ速度を必要とし、それは
約１７ミリ秒のＬＣＤアップグレード期間となる。
【０００３】
　しかしながら、ほとんどの既存のＬＣＤパネルについては、各液晶（ＬＣ）セルについ
ての１０％から９０％の応答時間は、２８ミリ秒（つまり、これはＬＣセルが１０％の透
過率から９０％の透過率まで進むのに要する時間の長さである）である。もっと高度な（
かつ高価な）タイプのＬＣＤパネルについては、図１に説明されるように、１０％から９
０％の応答時間はおよそ８ミリ秒である。特に速く動いている動画を表示する場合、これ
らの比較的長い応答時間は良好でない画質につながる。
【０００４】
　この点について説明するのを助けるために、図２は、高速に変化する画像シーケンスに
ついての連続画像リフレッシュ周期中の所与のセル／画素の遷移応答特性を示す。図２で
は、画像リフレッシュ周期は１７ミリ秒であると仮定され、ＬＣセルは最初に最小の透過
率（０％）に設定される。図２に示されるように、第１のリフレッシュ周期の間、ＬＣセ
ルは（ｔ＝０ミリ秒における電気的な駆動信号によって）最大の透過率レベル（１００％
）へ向かうよう命じられる。次の画像リフレッシュ周期の間、ＬＣセルは、ｔ＝１７ミリ
秒において、最小の透過率（０％）に向かうよう命じられる。その後、第３の画像リフレ
ッシュ周期の間、ＬＣセルは、最大の透過率の６０％に向かうよう命じられる。
【０００５】
　図２のＬＣセルが（図１に説明されるように）８ミリ秒の１０％から９０％までの応答
時間を持つと仮定すれば、セルの実際の応答はほぼ曲線をたどるはずである。 図２は、
ＬＣＤパネルにより命じられる各リフレッシュ期間についての透過率の所望の値を太線と
して示している。さらに、図２は、ビューアによって知覚されるような透過率の実効値を
表わす１組の点線を、各リフレッシュ周期の最後に示している。有効な透過率は、１７ミ
リ秒の期間にわたる実際の透過率の平均値である。言いかえれば、有効な透過率の値はＬ
ＣＤの透過率の値であり、それは、１７ミリ秒の期間にわたって一定ならば、同じ１７ミ
リ秒の期間にわたるＬＣＤの実際の透過率と同じトータルの光量を通すことが可能である
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図２に示されるように、所望の透過率と有効な透過率との間で各ＬＣセルには相当なギ
ャップがある。これらのギャップは、リフレッシュ期間について、Ｅｌ、Ｅ２及びＥ３と
してそれぞれ示される。有効な透過率が所望のレベル未満であるＬＣＤアプリケーション
については、ＬＣＤパネルはバックライトの全体の強度を増加させることによりこのギャ
ップを補うことができる。しかし、これは効率を低減することになる。更に、いくつかの
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ピクセルについて実効値が透過率の所望の値を超える場合は、ギャップを補うためには（
近隣のピクセルを十分に明るくしたまま）局所的により多くの「暗さ」を加えるための方
法はない。したがって、移動する画像を表示する場合、ＬＣＤパネルは十分に暗くなるこ
とができない。これは、スクリーン上の移動するエッジを引きずる（様々な色の）ゴース
ト画像をもたらす。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の例示的な実施例は、１つ又は複数のストローブ・バックライト（strobing bac
klight）光源を利用する液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）装置に関する。特に、セルの有効な
透過率を改善するために、各ＬＣセルのリフレッシュ周期は、１つ又は複数のバックライ
トのストローブ・タイミングと同期される。
【０００８】
　例えば、バックライト光源のストローブ・タイミングは、複数のＬＣセルの透過率応答
特性に従って設定されてもよい。従って、ＬＣセルが更新されている場合、バックライト
光源は、ＬＣセルが所望の透過率レベルに最も近づく更新周期の部分中にストローブ・オ
ン（strobe on）するように構成されてもよい。
【０００９】
　例示的な実施例によれば、バックライト光源はストローブされたバックライトをＬＣＤ
スクリーンにわたって一様に分配するように構成されてもよい。そのような実施例では、
ＬＣ層の中のセルは、走査パターンに従って、連続して更新されてもよい。従って、各セ
ルの更新周期は共通のバックライトのストローブ・タイミングと同期される。
【００１０】
　しかし、代替の例示的な実施例によれば、１組の別個のバックライト光源（例えば局所
的な光源）が使用されてもよい。そのような実施例では、ＬＣ層の中のセルは、「ブロッ
ク」へと論理的に分割されてもよく、その各々は１つ又は複数の局所的なバックライトの
対応する組（あるいはブロック）と同期される。そのため、各ＬＣブロックでは、セルは
、バックライトの対応するブロックのストローブ・タイミングと同期して更新される。さ
らに、走査パターンは、セルを更新するために各ＬＣブロック内において独立して使用さ
れてもよい。したがって、多数のＬＣブロックは同時に更新されてもよい。
【００１１】
　本発明の適用可能性の範囲のさらなる側面は、以下に提供される詳細な説明から明らか
になる。しかしながら、詳細な説明及び特定の実施例は本発明の例示的な実施例を開示す
るが、説明のみの目的で提供されるものであることを理解されたい。
【００１２】
　本発明についてのより完全な理解は、添付の図面と共に以下の説明を見ることで明らか
になる。これらは説明の目的のみで与えられ、したがって、本発明を限定しない。これら
の図面では、同様の要素は同様の参照番号を使用して参照される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】特定のタイプの液晶（ＬＣ）セルにおいて透過率を改良するための応答時間を説
明するグラフである。
【図２】一連のコマンドに基づく特定のタイプのＬＣセルの透過率応答を説明するグラフ
である。
【図３Ａ】本発明の例示的な実施例による、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）装置の構成を説
明する図である。
【図３Ｂ】本発明の例示的な実施例による、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）装置の構成を説
明する図である。
【図４】本発明の例示的な実施例による、ＬＣセルの駆動のための薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ）回路を説明する図である。
【図５】本発明の例示的な実施例による、バックライト光源のストローブ・タイミングと
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ＬＣセルの更新との間の同期を説明する図である。
【図６Ａ】本発明の例示的な実施例による、ＬＣＤ装置のためのある種のバックライト光
源を説明する図である。
【図６Ｂ】本発明の例示的な実施例による、ＬＣＤ装置のためのある種のバックライト光
源を説明する図である。
【図７Ａ】本発明の代替の例示的な実施例による、ＬＣセルの論理的な分割と共に、ＬＣ
Ｄ装置のための代替タイプのバックライト光源を説明する図である。
【図７Ｂ】本発明の代替の例示的な実施例による、ＬＣセルの論理的な分割と共に、ＬＣ
Ｄ装置のための代替タイプのバックライト光源を説明する図である。
【図８】本発明の例示的な実施例による、特定のＬＣセルへの複数のバックライト光源の
寄与を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　例示的な実施例によるバックライト付きのＬＣＤ装置１００の構成が図３Ａ及び図３Ｂ
に概念的に示される。図３Ａで示されるように、ＬＣＤ装置１は２つの偏光フィルター３
０Ａと３０Ｂ（以下「偏光子」）の間にはさまれた液晶（ＬＣ）層２０を含んでいる。Ｌ
Ｃ層２０は、透明なフロント保護シート１０（例えばガラスプレート）によって保護され
てもよい。１つ又は複数のストローブ・バックライト光源５０が、ＬＣ層２０と偏光層３
０Ａ及び３０Ｂとの後ろに位置している。ケーシング又は筐体７０は様々な層を適所に保
持するために提供される。図３Ｂは、上述されたＬＣＤ層のスタックの分解組立図を説明
する。本明細書において、これらの層をまとめてＬＣＤ装置１の「ＬＣＤスタック」と呼
んてもよい。
【００１５】
　例示的な実施例によれば、光拡散フィルム４０（以下「ディフューザ」）はストローブ
・バックライト光源の前に配置されてもよい。しかしながら、ディフューザが必ずしも必
要だとは限らないので、点線で描かれている。図３Ａの別のオプションの層は（さらに点
線で描かれた）反射面６０である。
【００１６】
　更に、図３Ａで示されるように、ＬＣドライバ回路２５０は、ＬＣ層２０のリフレッシ
ュ又は更新のために提供される。さらに、少なくとも１つのバックライトドライバ５００
は、バックライト光源５０のストローブされた発光を制御するために装置１に実装される
。
【００１７】
　図３ＡのＬＣＤ装置１の動作は以下のとおりである。ストローブ・バックライト光源５
０は、バックライトドライバ回路５００の制御の下で、ＬＣＤスタックへバックライトを
放射する。ディフューザ４０（オプション）は、強度又は輝度をＬＣＤパネルにわたって
より一定にするためにバックライトを拡散するために使用されてもよい。
【００１８】
　偏光子３０Ａ及び３０Ｂは互いに関して交差偏光される。そのため、ＬＣ層２０によっ
てある程度まで回転されない限り、偏光子３０Ｂを通り抜けるバックライトは偏光子３０
Ａを通過することができない。ＬＣ層２０は液晶セルで構成され、その各々は選択的にバ
ックライトを回転させるように動作可能である。各ＬＣセルがバックライトを回転させる
程度はセルに加えられた電圧の量に依存する。
【００１９】
　特定のＬＣセルを駆動するために、一対の電極がある電圧を加えるためにセルの両端に
位置し、それによって、セルの液晶分子を「ねじる」。これは印加電圧と一致してバック
ライトをある程度回転させ、その結果、セルからの所望の量のバックライトが偏光子３Ｏ
Ａを通過する。したがって、各ＬＣセルは、これらの電極によって加えられた電圧に基づ
いて透過率の所望のレベルまで更新される。
【００２０】



(6) JP 2010-505149 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

　例えば、図３Ａ及び図３Ｂで説明されるように、駆動電圧は薄膜トランジスタ（ＴＦＴ
）回路２００中の電極及び共通電極３００により各ＬＣセルに加えられてもよい。ＬＣド
ライバユニット２５０は、セルに特定の電圧レベルを印加するようにＴＦＴ回路２００に
指示することにより、各ＬＣセルの更新を制御する。したがって、ＬＣドライバユニット
２５０は、リフレッシュ周期中に透過率の所望のレベルに各セルを駆動する責務を負う。
【００２１】
　図４はＴＦＴ回路２００のより詳細な説明を提供する。図４では、ＴＦＴ回路２００は
列選択ユニット２１０、行選択ユニット２２０及びバイアスユニット２３０を含んでいる
。さらに、ＴＦＴ回路２００はＬＣ層２０中の個々のセルに対応する複数の電極２４０を
含んでいる。ＬＣドライバユニット２５０は、対応する行選択ユニット２２０に制御信号
を送ることにより更新するべきセルの特定の行を選択してもよい。選択された行のセルに
ついて透過率の所望のレベルを指定するために、列ドライバの出力レベルはその行の中の
セルの所望の透過率と関連する。これは各選択されたＬＣセルに所望の電圧レベルを適用
する。
【００２２】
　本発明の例示的な実施例によれば、ＬＣセルの更新周期はバックライト光源５０のスト
ローブされたタイミングと同期される。したがって、図３Ａで示されるように、バックラ
イトドライバ回路５００はＬＣセルの更新周期にストローブされたバックライト５０を同
期させるために、ＬＣドライバユニット２５０と通信してもよい。例えば、バックライト
のストローブ・タイミングは、図５に関してより詳細に説明されるように、複数のＬＣセ
ルに関連した透過率応答特性及びリフレッシュ速度と互換性をもつようにすべきである。
【００２３】
　図５は、本発明の実施例による、ＬＣセルの更新と対応するバックライト光源５０のス
トローブ・タイミングとを同期させる例を説明する。比較の目的のために、図５は、図１
と同様に、１７ミリ秒のリフレッシュ周期を示す。さらに、比較の目的のために、図５は
、図１に類似する（実際の透過率の値によって示されるような）セルについての遷移応答
特性を説明する。図５は、本発明を制限するようには意図されず、本発明の原理は、他の
リフレッシュ速度及び／又は遷移応答特性にも同様に当てはまる。
【００２４】
　図５に示されるように、本発明の例示的な実施例により、セルの実際の透過率が所望の
透過率レベルに最も接近している場合、バックライト光源５０は各更新／リフレッシュ周
期の部分中にストローブされた発光のために活性化される。例えば、ストローブされたバ
ックライト・パルスはリフレッシュ周期の最後の直前に放射されて生じてもよい。
【００２５】
　例示的な実施例では、ストローブ・バックライト光源５０によって放射されたパルスは
それぞれ、ＢＰＷ（「バックライト・パルス幅」）として図５に説明された一定の幅であ
る。バックライトパルスの幅ＢＰＷは、効率条件とともに、使用されているバックライト
技術の能力に従っても決定される。
【００２６】
　例えば、輝度の同じレベルを達成するために、各ストローブ・パルスの強さのレベルは
連続的なバックライトより大きくなければならない。したがって、ストローブ・バックラ
イト光源５０は従来の（連続的）バックライト光源より高い強度だが連続的でなく発光す
るように設計される。バックライトパルスの振幅は、パルス幅ＢＰＷに反比例し、その結
果、振幅×ＢＰＷ×ストローブ周波数は所望の輝度と等しい。効率の考慮により実際の値
が決定される。さらに、別の考察として、ＬＣセルを更新する（そしてしたがってストロ
ーブ・バックライト光源５０を活性化する）平均周波数が、臨界フリッカ周波数より高く
なるべきである。
【００２７】
　図５を再び参照すると、各更新周期の有効な透過率は、各バックライト・パルスの持続
期間ＢＰＷにわたるビューアの目によって統合された光量に対応する。セルの実際のレベ
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ルの透過率が所望のレベルに最も接近している場合、各バックライト・パルスがリフレッ
シュ周期の部分中に生じるので、セルの有効な透過率（点線）は所望のレベルにはるかに
接近している。例えば、更新周期（Ｅｌ、Ｅ２及びＥ３）の有効な透過率と所望の透過率
との間の差異は、図１に説明されたものよりはるかに小さい。
【００２８】
　特定の例示的な実施例によれば、ＬＣＤ装置１は、パネルにわたって一様に分散された
バックライトを利用してもよい。そのような実施例では、ＬＣ層２０中の各セルは同じス
トローブ・タイミングと同期される。便宜のみの目的のために、たとえ複数のエミッタあ
るいはコンポーネントがバックライトの生成のために実際に使用されてもよいとしても、
この実施例は単一のバックライト光源５０に関して記述される。
【００２９】
　しかしながら、代替の例示的な実施例によれば、バックライトは複数の別個の光源５０
を有するものとして構成されてもよい。そのような実施例では、すべてのＬＣセルを同じ
ストローブ・タイミングに同期させることは必要ではない。具体的には、ＬＣ層２０の中
のセルは、組あるいは「ブロック」によって論理的にグループ化されてもよいし分割され
てもよい。ＬＣセルのブロック（あるいは「ＬＣブロック」）の各々は、１つ又は複数の
ストローブ・バックライト光源５０の対応する組と同期されてもよい。
【００３０】
　まず、単一のバックライト光源５０（つまり共通のストローブ・タイミング）を利用す
る例示的な実施例が記述される。
　図６Ａと図６Ｂは、例示的な実施例による、ＬＣＤ装置１に実装されうる分散されたバ
ックライト光源５０の特定のタイプを説明する。図６ＢがＣＶで断面図を示す一方、図６
Ａはバックライト付きのＬＣＤ装置１００の側面図を説明する。図６Ａ及び図６Ｂで説明
されるように、バックライト光源５０は、「ピンポイントの」光源５２（例えば発光ダイ
オード（ＬＥＤ））の組み合わせを含んでもよい。例えば、赤、青及び緑のＬＥＤが使用
されてもよい。これらの図は、さらに、特にピンポイントＬＥＤ光源５２のために設けら
れる、エッジリット（edge-lit）導光路／ディフューザ４２を示す。
【００３１】
　図６Ａ及び６Ｂで示されるように、ピンポイント光源５２は、ＬＣ層２０と平行に位置
しているエッジリット導光路／ディフューザ４２の中へ光を放射するように構成される。
そのため、エッジリット導光路／ディフューザ４２は、ＬＣ層２０の中の各セルのために
ピンポイント光源５２からの光を一様に分配するように意図される。エッジリット導光路
／ディフューザ４２及びＬＥＤ光源５２の組み合わせは、ＬＥＤエッジリット導光路アセ
ンブリと一般に呼ばれる。
【００３２】
　この実施例では、ＬＥＤ５２は、ＬＣセルの各々が同期される共通のタイミングによっ
てストローブされてもよい。しかしながら、これは、必ずしもＬＥＤ５２のすべてが同時
にストローブ・オンすることを意味しない。赤、青及び緑のＬＥＤ５２が使用される場合
、例えば、セルを更新するために異なる色が順に（例えば赤いストローブ、その後青、そ
の後緑、など）ストローブされるスキームが使用されてもよい。従って、バックライトド
ライバ回路５００（図３Ａ）は、赤、青及び緑のＬＥＤ５２をストローブ・タイミングに
従って連続して駆動するために回路を含んでもよい。
【００３３】
　ＬＣ層２０中のセルは、単一の分散されたバックライト光源５０（例えば図６Ａ及び図
６Ｂのエッジリット導光路アセンブリ）のストローブ・タイミングと同期される。具体的
には、（ＬＣドライバーユニット２５０によって駆動されるように）セルの有効な透過率
が所望のレベルに最も接近している場合、各ストローブパルスがリフレッシュ周期の部分
中に生じるであろう。この一例は、図５に関して上述される。ＬＣ層２０の各セルと分散
されたバックライト光源５０のストローブ・タイミングとの間のそのような同期を達成す
るために、付加的な全画像バッファ（図示せず）が必要とされうる。しかし、複数の別個
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のバックライト光源５０を利用する他の実施例では、このバッファの必要性は回避されう
る。
【００３４】
　複数の別個のストローブ・バックライト光源５０の代替の例示的な実施例は、図７Ａ及
び図７Ｂ中で説明される。特に、図７Ａは、ＬＣＤスタックの後ろ（例えば反射面６０上
）に複数のＬＥＤ５４が配置される特定の一例の側面図を説明する。図７Ａで示されるよ
うに、ＬＥＤ５４はバックライトブロック５６へと論理的に分割される。図７Ａは、さら
に、ＬＣ層２０が対応するＬＣブロック２６の組へ論理的に分割されることを示す。
【００３５】
　この実施例によれば、各バックライト・ブロック５６は自身のストローブ・タイミング
によって動作してもよい。したがって、各バックライト・ブロック５６に対して、ＬＥＤ
５４の対応する組を駆動するための、個別のバックライトドライバ回路５００があっても
よい。さらに、各ＬＣブロック２６の内のセルの更新は、対応するバックライト・ブロッ
ク５６のストローブ・タイミングと同期される。したがって、この実施例では、ＬＣ層２
０は、ブロック指向の更新過程が使用される、物理的に単一のパネルである。
【００３６】
　図７Ｂは、例示的な実施例による、ＬＣセルを更新する（そしてバックライト光源を活
性化する）走査過程を説明する。特に、図７Ｂは、ＬＣブロック２６が連続してひとつず
つ更新され、各ブロック２６内のセルがひとつずつ連続して更新される実施例を説明する
。更に、バックライト・ブロック５６は、ＬＣブロック２６の更新に対応するシーケンス
で活性化される。したがって、図７Ｂで示されるように、ＬＣブロック２６Ａのセルが更
新され、所望の値にできるだけ接近している透過率の値に達することができた後、バック
ライト光源５６Ａの対応するブロックはストローブされる。
【００３７】
　各セルの更新は対応するバックライト・ブロック５６のストローブ・タイミングと同期
される。具体的には、パフォーマンスを向上させるために、バックライト・ブロック５６
は、セルの有効な透過率が所望のレベルに最も接近する場合にストローブ・オンすべきで
ある。図５に関して上述されるように、これが一般にはセルのリフレッシュ周期の終り近
くで生じる。したがって、ストローブ・タイミングをセル更新周期と同期させるために、
ＬＣバックライトドライバ・ユニット５００の各々はＬＣドライバユニット２５０（図７
Ａで示されない）と通信してもよい。
【００３８】
　図７Ｂは、各バックライト・ブロック５６が赤、青、緑のＬＥＤ５４を含んでいる特定
の例を示す。各バックライト・ブロック５６について、ＬＥＤ５４が共通のストローブ・
タイミングによって駆動されるが、ＬＥＤ５４は必ずしも同時にストローブ・オンするわ
けではない。例えば、色は対応するＬＣブロック２６中の各セルを更新するために順にス
トローブされてもよい。
【００３９】
　図７ＢはＬＣブロック２６及びその中のセルを各画像リフレッシュサイクル中に更新す
るための例示的な走査パターンを示していることに留意されたい。他の走査パターンがＬ
Ｃセルを更新するのに使用されてもよい。更に、複数のＬＣブロック２６を同時に更新す
ることは可能かもしれない。
【００４０】
　さらに、図７Ｂは各バックライト・ブロック５６の１つの赤、青及び緑のＬＥＤ５４を
示すが、これは単なる例示である。この一例は図８に説明される。同じ色の複数のＬＥＤ
５４は、例えば、出力強度を増加させるためにブロック５６に実装されてもよい。
【００４１】
　特に、図８は特定のセル及び対応するバックライト・ブロック５６を示す。ブロック５
６では、（図８において「セル」とラベル付けされた）個々の例示的なＬＣセルの出力に
各々が寄与する４組の赤、青及び緑のＬＥＤ５４がある。所与のセルに対応する画素につ
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いて一定レベルの輝度を達成するために、特定の透過率レベルにセルを駆動する場合、Ｌ
Ｃドライバユニット２５０はセルの位置において平均のバックライト強度を考慮に入れて
もよい。特に、図８の例では、平均化されたバックライト強度は、その全内容が参照によ
って本願に組込まれる「ＤＩＳＰＬＡＹ　ＷＩＴＨ　ＲＥＤＵＣＥＤ　ＰＯＷＥＲ　ＢＡ
ＣＫＬＩＧＨＴ」という名称の、２００６年３月１５日提出の同時係属中の米国特許出願
１１／３７５，１１６号に述べられているように、セルとＬＥＤ５４の組との間のそれぞ
れの距離Ｒ１－Ｒ４に基づいて決定されてもよい。
【００４２】
　例示的な実施例が上に記述されたが、そのような記述が説明のみのために提供され、し
たがって添付の特許請求の範囲によって規定される本発明を制限することを意味しないこ
とに留意されたい。本発明の精神及び範囲から逸脱しないこれらの実施例のいかなる変化
あるいは変更も、特許請求の範囲に記載の発明の範囲内に含まれるように意図される。

【図１】 【図２】
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【図７Ａ】
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